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 子どもの様子 

 主  な  状  況 

□ 顔や腕、足などにいくつもの傷や怪我、やけどのあとがある 

□ 体重の増加や身長の伸びが悪いなど、発育不良が見られる 

□ 食べ物への執着が強く、与えられるとむさぼるように食べる 

□ 季節にそぐわない服装をしていたり、衣類が破れたり、汚れたりしている 

□ 食べ物が口の周りについていたり、手足が薄汚れたりしたままで登園する 

□ こわがる、おびえる、急に態度を変える 

□ おびえたような泣き方で、抱かれると離れたがらず、不安定な状態が続く 

□ 保育者のそばを離れたがらず、ベタベタと甘えてくる 

□ 警戒心が強く音や振動に過剰に反応し、手を挙げただけで顔や頭をかばう 

□ 威圧的、攻撃的で乱暴な言葉遣いをする 

□ 落ち着きがなく、過度に乱暴だったり、弱い者に対して暴力をふるったりする 

□ はげしいかんしゃくを起こしたり、かみついたりするなど攻撃的である 

□ 保護者の前では硬くなり、極端に恐れている 

□ 子どもと保護者の視線がほとんど合わない 

□ 不自然に子どもが保護者に密着している 

□ 保護者といるとおどおどし、落ちつきがない 

□ 親が来ても無視して帰りたがらない 

 

親の様子 

 主  な  状  況 

□ 子どもの扱い方が危なっかしく乱暴である 

□ 表情が固く、子どもにあまり語りかけない 

□ 子どもの面倒をみない。世話をしない 

□ 子どもを異様に叱ったり、脅かしたりする 

□ 子どもへの働きかけがなく、園での生活に関心を持たない 

□ 理由をつけては迎えの時間を遅らせるなど長時間保育園に置きたがる 

□ 可愛く思えない、この子を生むのではなかったなどと公言する 

□ 親が精神疾患で入退院を繰り返すなど、不安定である 

□ 連絡もなく、休ませることが多い 

□ 保護者会や行事に参加しない 

□ 健診や予防接種に関心が薄い 

□ 体罰や年齢不相応な教育などを、「しつけ」「家庭の教育方針」などと正当化す

る 

□ 絶え間なくけんかがあったり、家族への暴力があったりする 

※ このチェックリストは、早期発見のためのポイントを示したものになりますので、あてはま

る項目の多少によって虐待かどうかを判定するものではありません。 


